











































































本章の分析対象は、1990 年 1 月～2008 年 3 月末日までの間に取締役会決議がなされた東
証 1 部上場企業による第三者割当増資である。
分析結果
1990 年から 2008 年 3 月までの間に発表された東証 1 部上場企業による第三者割当増資
に関する発表日前後の CAR をイベントスタディの手法によって検証した。結果は、発表
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